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在
、
私
た
ち
が
毎
日
の
よ
う
に
食 

　
　
　
べ
て
い
る
「
卵
」。
し
か
し
、
か
つ

て
は
と
て
も
貴
重
な
高
級
品
で
し
た
。
そ

の
卵
の
値
段
は
、
戦
後
か
ら
現
在
ま
で
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
ず
『
物
価
の
優
等
生
』
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
最
近
、
約
30
年
間
の
推
移
を
見
て
み
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

                       

　
物
価
が
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
卵
の
価

格
は
相
対
的
に
下
降
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
か
つ
て
高
級
品
だ
っ
た
卵
が
、
ど
う

し
て
安
価
で
い
つ
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？ 

　
そ
れ
は
、
養
鶏
シ
ス
テ
ム
の
機
械
化
・

自
動
化
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

卵
の
生
産
効
率
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
十

分
な
量
の
卵
を
市
場
に
供
給
し
続
け
た
結

果
、
需
要
は
常
に
満
た
さ
れ
、
卵
の
価
格

上
昇
は
低
く
お
さ
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
『
物
価
の
優
等
生
』
卵
の
価
格
安
定
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
る
の
が
、
ヨ
シ
ダ
エ

ル
シ
ス
㈱
の
技
術
で
す
。 

   

　
　
　
和
20
年
代
の
養
鶏
業
は
「
庭
先
養 

　
　
　
鶏
家
」
と
い
わ
れ
、
２
０
０
〜
３

０
０
羽
の
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
っ
て
、
人
力
だ

け
に
頼
り
日
夜
を
問
わ
ず
働
き
続
け
な
け 

            

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
当
時
、
養
鶏
孵
化
場
を
経
営
し
て
い
た

前
代
表
取
締
役
の
故 

吉
田
八
五
郎
氏
が
、

「
養
鶏
業
を
盛
ん
に
す
る
に
は
、
作
業
の

省
力
化
・
機
械
化
以
外
に
方
法
は
な
い
」

と
考
え
、
研
究
を
重
ね
、
昭
和
33
年
に
日

本
で
最
初
の
「
手
押
し
給
餌
器
」
を
開
発

し
ま
し
た
。 

　
「
手
押
し
給
餌
機
」
は
、
上
部
の
タ
ン

ク
に
飼
料
を
入
れ
、
レ
ー
ル
の
上
を
走
ら

せ
る
と
パ
イ
プ
か
ら
一
定
量
の
飼
料
が
ニ

ワ
ト
リ
の
前
に
落
ち
て
い
く
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
手
で
エ
サ
入
れ
の
樋
に
ま

い
て
い
く
そ
れ
ま
で
の
作
業
に
比
べ
て
、

作
業
能
率
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。（
写

真
①
） 

　
最
初
は
自
分
の
と
こ
ろ
で
使
っ
て
い
る

だ
け
で
し
た
が
、
口
コ
ミ
で
同
業
者
の
間

に
評
判
が
広
が
っ
て
販
売
す
る
よ
う
に
な

り
、
昭
和
35
年
「
吉
田
式
給
餌
機
製
作
所
」

を
創
立
し
、
養
鶏
機
具
専
門
メ
ー
カ
ー
と

し
て
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

　
　
「
手
押
し
給
餌
機
」
が
販
売
さ
れ
て 

　
　
　
　
　
以
降
、
養
鶏
業
の
大
規
模
化 

　
　
　
　
　
　
　
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。 

        

              

　
日
本
で
初
め
て
の
配
餌
方
式
に
よ
る
「
手

押
給
餌
機
」
を
開
発
以
来
、
養
鶏
機
具
専

門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
新
製
品
の
開
発
に
努

め
、「
全
自
動
養
鶏
シ
ス
テ
ム
」
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。 

　
現
在
で
も
、
養
鶏
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

う
よ
う
、
毎
日
、
製
品
の
開
発
・
改
良
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
海
外
メ
ー
カ
ー
の

製
品
と
競
争
し
て
い
く
た
め
に
は
一
層
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
も
必
要
で
す
。 

　
そ
れ
と
、
ま
だ
世
界
中
で
確
立
さ
れ
て

い
な
い
の
が
鶏
糞
の
処
理
方
法
で
す
。
低

公
害
（
特
に
臭
気
の
問
題
）・
低
コ
ス
ト
で

大
量
の
鶏
糞
を
処
理
す
る
こ
と
が
養
鶏
農

家
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ス
ト

の
問
題
な
ど
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ

の
分
野
で
の
研
究
開
発
に
も
一
層
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

市　内　の　鶏　卵　価　格 

「御坊市生活関連物資小売価格調査」より御坊市生活関連物資小売価格調査」より 「御坊市生活関連物資小売価格調査」より 

年　　月 

Ｓ５５年８月分 

Ｓ６０年８月分 

Ｈ　２年８月分 

Ｈ１２年８月分 

Ｈ１７年８月分 

Ｈ１９年６月分 

規　格 

M１０個 

L１０個 

L１０個 

M１０個 

L１０個 

L１０個 

小売店 

２３１円 

２４２円 

２１９円 

１８２円 

１８５円 

２０１円 

スーパー 

２０９円 

２２５円 

１９５円 

１９３円 

２０７円 

２０５円 

日
本
初
の
『
手
押
し
給
餌
機
』
を
開
発 

き
ゅ
う 

じ 

常
に
製
品
の
開
発
・
改
良
に 

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

卵
は
『
物
価
の
優
等
生
』 

現 

昭 

吉田　擴　代表取締役 
よし だ ひろむ 

と
い 



         

　
　
　
押
し
給
餌
機
」
の
開
発
以
降
も
研 

　
　
　
究
・
改
良
を
く
り
返
し
て
、
自
動

集
卵
装
置
、
自
動
除
糞
機
な
ど
採
卵
養
鶏

機
器
に
関
す
る
製
品
を
次
々
と
開
発
し
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
給
水
・
給
餌
・

集
卵
・
選
卵
か
ら
最
終
の
パ
ッ
ク
詰
め
に

至
る
ま
で
機
械
で
で
き
る
全
自
動
養
鶏
シ

ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。（
写
真
②
〜

④
） 

　
養
鶏
家
は
機
械
化
の
恩
恵
に
よ
り
、
少

な
い
面
積
で
多
数
の
ニ
ワ
ト
リ
を
飼
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
量
の
卵
を 

            

          

安
価
に
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

    

　
　
　
発
の
会
社
も
誕
生
し
、
近
年
は
特 

　
　
　
に
イ
タ
リ
ア
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ

ツ
・
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
海
外
メ
ー
カ
ー
と

の
競
争
は
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
海
外

メ
ー
カ
ー
が
国
内
市
場
の
50
％
以
上
を
占 

            

        

　
　
　
　
　
　
　
　
め
て
い
ま
す
。
そ
の 

　
　
　
　
　
の
中
で
、
全
自
動
養
鶏
シ
ス 

テ
ム
の
国
内
シ
ェ
ア
は
35
％
を
占
め
ト
ッ

プ
の
地
位
を
保
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
で
は
、
鶏
舎
（
ケ
ー
ジ
）
は
直
立

式
で
８
段
ま
で
飼
育
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
防
疫
対
策
用

の
車
両
消
毒
ゲ
ー
ト
も
開
発
し
ま
し
た
。 

　
ヨ
シ
ダ
エ
ル
シ
ス
㈱
は
、
国
産
採
卵
養

鶏
機
器
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、『
物

価
の
優
等
生
』
卵
の
価
格
安
定
と
鶏
卵
業

界
の
発
展
の
た
め
、
日
々
研
究
・
開
発
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。 

か
つ
て
高
級
品
だ
っ
た
卵
が
、
ど
う
し
て
安
価
で
い
つ
も
食
べ
る 

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？ 

そ
こ
に
は
、
御
坊
市
に
あ
る
ヨ
シ
ダ
エ
ル
シ
ス
㈱
の
技
術
が
大
き 

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

給
水
か
ら 

パ
ッ
ク
詰
め
ま
で 

す
べ
て
機
械
化
・
自
動
化 

国
産
採
卵
養
鶏
機
器
の 

　
ト
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て 

【事業内容】 
　・畜産用資材及び機械器具製造。 
　・鶏舎など畜産施設の設計、施工。 
【会社沿革】 
　昭和33年　手押給餌機１号機完成 
　昭和35年　吉田式給餌機製作所創立 
　昭和40年　㈱吉田養鶏機具製作所に社名変更 
　昭和63年　ヨシダエルシス㈱に社名変更 

ヨシダエルシス株式会社 
　　　　　　　　　　（藤田町吉田１５５番地） 

工場内の様子 

「
手 

後 

写真①　配餌方式による手押し給餌機 

写真②　最大８段までケージが組める鶏舎 

写真③　集卵バーコンベア 

写真④　自動選卵機 



（４）平成19年８月

      

●
児
童
扶
養
手
当
と
は 

　
次
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
児
童
を
看
護
し 

　
て
い
る
母
、
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
養
育 

　
し
て
い
る
方
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
後
、
父
と
別
れ 

　
て
生
活
し
て
い
る
児
童 

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
ま
た
は
父
が
一
定
の 

　
障
害
に
あ
る
児
童
（
公
的
年
金
な
ど
受
給 

　
し
て
い
な
い
場
合
に
限
り
ま
す
。） 

③
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
な
ど 

※
た
だ
し
、
支
給
に
関
し
て
は
所
得
制
限
が 

　
あ
り
ま
す
。 

 

●
手
当
の
支
給
期
間 

　
児
童
が
満
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初 

　
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
（
障
害
児
に
お
い 

　
て
は
満
20
歳
ま
で
） 

          

      

●
平
成
20
年
４
月
か
ら
手
当
の
一
部 

　
支
給
額
が
減
額
さ
れ
ま
す
。 

■
支
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
５
年
を
経
過
し 

　
た
と
き 

■
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
月
の
初 

　
日
か
ら
７
年
を
経
過
し
た
と
き
（
認
定
請 

　
求
日
に
お
い
て
３
歳
未
満
の
児
童
を
監
護 

　
す
る
受
給
資
格
者
は
、
当
該
児
童
が
３
歳 

　
に
達
し
た
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
５
年
を 

　
経
過
し
た
と
き
） 

※
具
体
的
な
減
額
割
合
は
、
ま
だ
定
め
ら
れ 

　
て
い
ま
せ
ん
。 

               

      

■
母
子
家
庭 

　
　
　
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金 

　
就
職
に
結
び
つ
く
講
座
を
受
講
す
る
場
合 

　
に
助
成
し
ま
す
。 

●
助
成
金 

　
費
用
の
40
％
（
上
限
20
万
円
） 

●
助
成
条
件
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
） 

①
雇
用
保
険
に
よ
る
給
付
が
受
け
ら
れ
な
い 

　
こ
と
。 

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
こ 

　
と
、ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
こ
と
。 

③
市
指
定
の
講
座
を
受
講
す
る
も
の
で
あ
る 

　
こ
と 

 

■
母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進
費 

　
看
護
師
、
准
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保 

　
育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
の
資 

　
格
を
取
得
す
る
場
合
、
修
業
期
間
中
の
生 

　
活
費
に
つ
い
て
一
定
期
間
助
成
し
ま
す
。 

●
助
成
金 

　
月
額
10
万
３
千
円 

●
助
成
期
間 

　
修
業
期
間
の
最
後
の
３
分
の
１
の
期
間 

　
（
12
か
月
を
限
度
） 

●
助
成
条
件 

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る 

　
こ
と
、
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る 

      

　
こ
と 

②
対
象
と
す
る
資
格
の
取
得
が
見
込
ま
れ
る 

　
こ
と 

③
就
業
・
育
児
と
修
業
の
両
立
が
困
難
で
あ 

　
る
こ
と 

 

■
母
子
家
庭
常
用
雇
用
転
換
奨
励
金 

　
事
業
（
事
業
主
の
方
） 

　
母
子
家
庭
の
母
を
新
規
に
パ
ー
ト
タ
イ
ム

　
労
働
者
な
ど
の
非
常
勤
雇
用
労
働
者
と
し 

　
て
雇
用
し
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
事
業
所
内
職
業
訓

　
練
）
を
実
施
し
た
後
、
一
般
常
用
雇
用
労 

　
働
者
（
一
般
雇
用
被
保
険
者
）
に
転
換
し 

　
た
場
合
に
、
事
業
主
に
対
し
て
奨
励
金
を 

　
支
給
し
て
い
ま
す
。 

 

■
支
給
額
（
対
象
労
働
者
一
人
あ
た
り
） 

　
30
万
円 

■
支
給
期
間 

　
常
用
雇
用
に
転
換
し
、
６
か
月
経
過
後 

 

※
対
象
と
な
る
事
業
主
・
労
働
者
に
は
、
要 

　
件
が
あ
り
ま
す
。 

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る 

　
　
　
　
　
お

知

ら

せ 

母
子
家
庭
に
対
す
る
自
立
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す 

母
子
家
庭
の
母
の
能
力
向
上
・
常
用
雇
用
化
を
支
援
す
る
た
め
、
就
職
に
必
要 

な
資
格
取
得
や
養
成
機
関
に
通
う
場
合
の
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。 

■
児
童
扶
養
手
当
・
母
子
家
庭
自
立
支
援 

　
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ 

　
社
会
福
祉
課
　
℡
２
３
・
５
５
０
８ 

現況届は８月中に提出を!!
■現況届提出期間 
　８月１日（水）～３１日（金） 
　期間中、木曜日は午後７時まで受付します。 

 

※所得制限により手当が全部停止になってい 

　る方も届出が必要です。 

※この届けがないと引き続き手当を受けるこ 

　とができません。 

※２年間提出しない場合は受給資格がなくな 

　りますのでご注意ください。 

広報ごぼう



（５） 平成19年８月

広報ごぼう

御坊市花火大会 御坊市花火大会 
と　き：８月２５日（土） 

　　　　午後８時～９時 

　　　 （雨天・強風の場合は翌日に順延） 

 

ところ：日高川河川敷 

　　　　（天田橋と御坊大橋の間） 

御坊・日高地方の夏を締めくくる「ごぼうの花火」 

スターマイン、大玉の枝垂れ柳、水上自爆など約2,000発の 

花火が「ごぼう」の夜空を彩ります。 

 

問い合わせ：花火大会実行委員会事務局（市役所内） 

　　　　　　TEL２２－４１１１（代表） 

■日時 
　８月２６日（日） 
　午前７時３０分～１０時 
　小雨決行（大雨の場合中止） 
 
■清掃範囲 
　各町内会（区）の道路などに 
　散乱している空き缶・空きび 
　ん・ペットボトル 
 
※家庭のごみは、絶対に出さな 
　いでください。 
 
※収集袋は、各町内会（区）に 
　用意しています。 
 
■問い合わせ 
　環境衛生課 
　℡２３－５５０６ 

■日　時　８月１４日（火）午後１時～３時３０分 
 
■場　所　御坊市民文化会館 
 
■対象者　来春、大学・短大・高専・専修学校卒業予定者 
　　　　 （来春、高等学校・中学校卒業予定者を除く） 
　　　　　一般求職者 
 
■参加予定企業 
　　御坊市・日高郡内の企業２５社程度 
 
■内　容 
　・各企業の人事担当者との個別面談（何社でもできます） 
　・ハローワーク御坊による職業相談 
　・独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センターによ 
　　る適職診断及び相談 
　・和歌山県地域労使就職支援機構による無料職業紹介 
　　（求職者登録） 
 
■問い合わせ 
　・県地域労使就職支援機構　℡０７３（４０２）２１１１ 
　・ハローワーク御坊　　　　℡２２－３５２７ 
　・御坊商工会議所　　　　　℡２２－１００８ 
　・御坊市商工振興課　　　　℡２３－５５３１ 

御坊・日高地方へ就職希望されている方へ 

クリーン大作戦　ごぼう 日高地方Ｕターンフェア 



平成19年８月 （６）
広報ごぼう

WA
TCHINGWA
TCHINGWA
TCHING
まちかどまちかど新しい施設でがんばってます 新しい施設でがんばってます 

～地域活動支援センター ＮＰＯ法人菜の花会～ 

水難事故に備えて 水難事故に備えて 
～御坊市消防本部潜水訓練～ 

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー 

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
菜
の
花
会
（
大
内
邦

夫
理
事
長
）
の
河
南
作
業
所
（
南

塩
屋
）
で
行
っ
て
い
た
施
設
改

修
工
事
が
完
了
し
、
７
月
３
日
、

そ
の
披
露
見
学
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

　
地
元
の
人
や
福
祉
関
係
者
が

出
席
し
、
拡
充
さ
れ
た
作
業
場

や
新
し
く
設
置
さ
れ
た
ス
ロ
ー
プ
、

改
修
さ
れ
た
ト
イ
レ
な
ど
使
い

や
す
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
施
設

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
菜
の
花
会
で
は
、
地
域
の
障

害
者
の
方
に
釜
焚
き
塩
や
手
づ

く
り
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
生
産
活

動
や
押
し
花
作
り
な
ど
の
創
作

活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供
し
、

障
害
者
の
自
立
に
む
け
た
生
活

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
水
難
事
故
に
備
え
、
御
坊
市

消
防
本
部
で
は
潜
水
訓
練
を
実

施
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
初
め
て
の
訓
練
が
、
７

月
19
日
、
名
田
町
の
加
尾
漁
港

北
の
海
域
で
行
わ
れ
、
潜
水
隊

５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
自
分
の
息
だ
け
で

潜
る
ス
キ
ン
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ボ

ン
ベ
を
装
着
し
て
の
潜
水
な
ど

基
本
ス
キ
ル
の
反
復
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
行
方
不
明
者
の
水

中
検
索
訓
練
や
人
形
を
使
っ
た

救
出
訓
練
な
ど
も
実
施
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。 



平成19年８月（７）
広報ごぼう

「もしも･･･」のために 「もしも･･･」のために 
～湯川中学校で救急救命講習会～ 

　
７
月
10
日
〜
12
日
、
湯
川
中
学

校
で
救
急
救
命
講
習
会
が
市
消
防

本
部
の
指
導
の
も
と
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
倒
れ
て
い
る
人
を
発
見
し
た
と

き
の
心
肺
蘇
生
法
の
処
置
に
つ
い
て
、

人
形
を
使
っ
て
一
人
ず
つ
体
験
し

た
ほ
か
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式

除
細
動
器
）
の
使
用
法
も
学
び
ま

し
た
。 

　
講
習
は
学
年
別
に
行
わ
れ
、
11

日
は
１
年
生
62
名
が
受
講
。
最
初

は
戸
惑
い
な
が
ら
も
じ
ょ
じ
ょ
に

人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
ま
し
た
。

１
年
生
は
全
員
が
初
め
て
の
経
験
で
、

生
徒
た
ち
は
「
や
っ
て
み
る
と
少

し
難
し
か
っ
た
け
ど
、
と
て
も
い

い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

願いごと 天まで届け！ 願いごと 天まで届け！ 
～第３１回　たなばたまつり～ 

　
７
月
７
日
、
「
第
31
回
た
な

ば
た
ま
つ
り
」
（
（社）
御
坊
青
年

会
議
所
主
催
）
が
小
竹
八
幡
神

社
で
行
わ
れ
、
小
雨
の
降
る
天

気
の
中
、
笹
飾
り
を
持
っ
た
親

子
連
れ
ら
が
た
く
さ
ん
訪
れ
ま

し
た
。 

　
パ
ト
カ
ー
や
は
し
ご
車
の
乗

車
、
起
震
車
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、
チ

ャ
タ
リ
ッ
ク
腹
話
術
の
ス
テ
ー

ジ
な
ど
も
あ
り
子
ど
も
た
ち
は

大
喜
び
で
し
た
。 

　
御
坊
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
合
唱
の
あ
と
、
最
後
に
笹
祓

い
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 



平成19年８月

広報ごぼう
（８）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　２年前、御坊に来た時「さようなら」のエッ
セーを書くとは思いませんでした。しかし、時
間のたつのは早くて、知らないうちに帰国の日
が近づいてきました。今月のテーマは御坊の想
い出や感想、そして、お別れの言葉です。 
　御坊に来る前に関西学院大学で標準語を勉強
しました。御坊では標準語ではなく「御坊弁」
が使われているので標準語はあまり役に立ちま
せんでした。「御坊弁」が初めて耳に入った時、
理解できずに困りました。しかし、地元の友達
ができてきて、だんだん耳が慣れてきました。
みんなと遊び、楽しく喋りながら、強い影響を
受けました。無意識に、「ありがとうございます」
ではなく「毎度おおきに！」などを使うように
なりましたし、僕にとっては御坊弁の存在はの
っとろ大きい！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　やっぱり、言葉に限らず、御坊には山ほど影
響を受けました。御坊で社会人として初めて仕
事もできたし、学生から大人に成長したように
も思います。ホームシックになった時に地元の
友達に励ましてもらいました。 
　アメリカ（ネブラスカ州）へ帰国しても、少
し御坊の「遺伝子」は残ると思います。御坊に
は想い出がいっぱいあるので、離れるのはとて
もつらいです。帰国して弁護士になっても、御
坊のことは一生忘れません。楽しい２年間本当
にありがとうございました。御坊での様々な思
い出を胸にこれからも自分らしさを失わずに頑
張っていきたいと思っています。御坊市のます
ますのご発展と皆様方のご多幸を心よりお祈り
しています。 
　ありがとうございました！さようなら！ 

花
ま
る
サ
ー
ク
ル 

花
ま
る

◯ 90

マイクの花まるエッセイ 最終回 マイクの花まるエッセイ 最終回 

御坊のみなさんあり 
がとうございました。 

最終回のテーマは 
“さようなら”です。 

市内の中学校でＡＬＴ（外国語指導助手） 

をされていたマイクさんは、２年間の勤 

務を終えられ、７月末に帰国されました。 

名田中学校でマイクさんのお別れ会が開かれました（７月９日） 

マイクさんのあいさつのあと、生徒を代表して松本巧 
くんが「授業だけでなくクラブ活動などを一緒にでき 
てとても楽しかったです。ありがとうございました。」 
と英語でお礼を述べました。 
 
＜マイクさんからのお別れのメッセージ＞ 
みんな、２年間ありがとう！勉強はとても大切です。 
「自分で努力し、一生懸命やればなんでもできる」と 
いうことを信じてがんばってください。 
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あ
か
あ
さ
ん
の
　
て
づ 

く
り
カ
レ
ー
　
だ
い
す 

き
！
　
こ
ん
ど
　
い
っ 

し
ょ
に
　
ケ
ー
キ
を 

つ
く
り
た
い
な
。 

お
と
う
さ
ん
　
い
つ
も 

み
ん
な
の
た
め
に
　
お 

し
ご
と
　
あ
り
が
と
う
。 

こ
れ
か
ら
も
　
が
ん
ば 

っ
て
ね
。 

おかあさん、あのね… おとうさん、あのね… 

かわぐち　みさと ちゃん（６さい） おけたに　ゆうすけ くん（５さい） 

吉本　麗可さん　御坊小６年 

塩 屋 幼 稚 園 の 巻 ◯ 65

　
わ
た
し
は
将
来
、
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
研
究
す
る
人
に
な
り
た
い
で

す
。 

　
な
ぜ
な
ら
、
温
暖
化
の
た
め
に
環

境
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
っ
と
良
い
方

法
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

よ
う
な
研
究
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
今
は
、
テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し

に
し
な
い
こ
と
や
エ
ア
コ
ン
で
冷
や

し
す
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
、
身
近
な
こ

と
か
ら
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

地球温暖化問題を 
　　　　　　研究したい！ 

中村　亜貴さん（由良町・２５歳） 

　
交
通
安
全
協
会
御
坊
支
部
で
働
い
て
３
年
目
に
な
り 

　
ま
す
。
免
許
更
新
・
車
庫
証
明
の
受
付
を
担
当
し
て 

　
い
ま
す
。 

 

☆
家
族 

　
父
・
母
・
姉
・
妹
の
５
人
家
族
で
す
。 

☆
趣
味 

　
お
菓
子
作
り
・
写
真
を
撮
る
こ
と
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド 

☆
今
や
っ
て
み
た
い
こ
と 

　
海
外
旅
行
（
ト
ル
コ
へ
行
っ
て
み
た
い
） 

☆
今
一
番
欲
し
い
も
の 

　
ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ 

☆
御
坊
に
つ
い
て
ひ
と
こ
と 

　
飲
食
店
が
こ
れ
か
ら
も
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
な
と 

　
思
い
ま
す
。 

よしもと れい か 

なかむら あ　き 

みんなのサロン みんなのサロン 



第
34
回
市
民
総
合
体
育
大
会

■
開
会
式

９
月
９
日
（
日
）
午
前
８
時
〜

■
場
所

御
坊
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

■
主
催

市
自
治
連
合
会
・
市
体
育
協
会
・

教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

出
前
親
子
教
室
「
ぐ
る
ん
ぱ
」

■
日
時

８
月
23
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時

■
場
所

名
田
公
民
館

■
対
象

未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
の
方

■
内
容

手
遊
び
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・

大
型
絵
本
な
ど
保
育
士
が
遊
び
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
４
８
２
８

●
出
演

・
箏
奏
者
　
野
坂
惠
子
氏

《
音
楽
・
芸
術
を
超
え
た
偉
大
な
存
在
》

・
尺
八
演
奏
家
　
田
嶋
直
士
氏

他

●
共
演

・
日
高
高
校
箏
曲
部

■
日
時

８
月
18
日
（
土
）

午
後
２
時
〜
（
１
時
30
分
開
場
）

■
場
所

市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料
（
全
席
自
由
席
）

※
前
売
り
券
発
売
中
で
す
。

■
入
場
券
発
売
所

教
育
委
員
会
・
市
民
文
化
会
館
等

■
主
催

御
坊
市
民
文
化
会
館
自
主
事
業
実

行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

℡
２
３
・
５
５
２
５

救
急
車
は
、
平
均
す
る
と
６
〜
７

分
で
到
着
し
ま
す
が
、
脳
が
酸
素
な

し
で
生
き
て
い
ら
れ
る
時
間
は
、
３

〜
４
分
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
に

応
急
手
当
が
で
き
る
よ
う
、
毎
月
第

２
日
曜
日
に
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

８
月
の
講
習
会
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
日
　
時
　
８
月
12
日
（
日
）

午
後
６
時
〜
９
時

■
場
　
所
　
御
坊
市
消
防
本
部

■
対
象
者
　
中
学
生
以
上
の
方

■
参
加
費
　
無
料

■
定
　
員
　
先
着
15
名

■
講
習
内
容

心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
法
な
ど

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

御
坊
市
消
防
署
救
急
救
助
課

℡
２
２
・
０
８
０
０

平成19年８月

広報ごぼう
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
　
　
告

催
　
　
し

坂 本 直 樹 代表取締役 

一般土木建築工事請負 

和歌山県知事許可（特-15）第7188号 

坂 本 工 務 店 

〒644-0025　御坊市塩屋町北塩屋2106番地 

電話・FAX  ２２－８４０６番 

伝
統
音
楽
の
神
髄

巨
匠
野
坂
惠
子
氏
を
招
い
て

助
か
る
命
を
救
う
た
め

普
通
救
命
講
習
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

かみなが姫 
延長釣鐘饅頭 
紀 伊 若 鮎 

御坊市藤田町藤井 
電話 ２２－０５９５ 

御坊市文化協会 
御坊まちかどミュージアム 

はまゆう吟社展 
テーマ「日高港」 

８月２日（木）～９月４日（火） 
紀陽銀行御坊支店南側ショーウインド 

御高覧お待ちしています 

一　般 

学　生 

60歳以上 

友の会 

前　売 

2,000円 

500円 

1,500円 

1,500円 

当　日 

2,500円 

1,000円 

2,500円 

2,500円 



陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン
シ
ャ
ベ
ロ
ー

ゼ
は
、
市
民
の
憩
い
の
場
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
お
客
様
と
障
害
者
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
商
店
街
な
ど
が

協
力
し
合
っ
て
育
て
て
い
る
お
店

で
す
。

商
品
の
販
売
を
は
じ
め
、
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
や
催
し
を
開
催
し
て

地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

現
在
、
シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ
の
運
営

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ

薗
２
７
０
番
地

℡
２
２
・
３
５
３
１

【
営
業
日
時
】

月
曜
〜
土
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

平
成
20
年
度
生
徒
募
集
に
先
立
ち

体
験
入
学
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時

９
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
〜

■
対
象

中
学
校
・
高
等
学
校
在
学
中
の

方
並
び
に
一
般
の
方

■
申
込
受
付
期
間

９
月
３
日
（
月
）
〜
13
日
（
木
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

※
実
施
科
目
・
参
加
申
込
方
法
な

ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

●
和
歌
山
産
業
技
術
専
門
学
院

和
歌
山
市
小
倉
９
０

℡
０
７
３
（
４
７
７
）
１
２
５
３

０
７
３
（
４
７
７
）
１
２
５
４

Ｈ
Ｐh

ttp
://w
w
w
7
.o
c
n
.n
e
.

jp
/̃
w
a
k
o
u
g
i/

●
田
辺
産
業
技
術
専
門
学
院

田
辺
市
新
庄
町
１
７
４
５-

２

℡
０
７
３
９
（
２
２
）
２
２
５
９

０
７
３
９
（
２
２
）
３
１
２
３

Ｈ
Ｐ

h
ttp
://w
w
w
.p
re
f.w
a
k
a

ya
m
a
.lg
.jp
/p
re
fg
/0
6
0
7
0
2
/
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第
53
回

■
会
期
及
び
部
門

・
第
１
期

【
洋
画
・
写
真
・
陶
芸
・
彫
塑
】

11
月
８
日
（
木
）
〜
11
日
（
日
）

・
第
２
期

【
書
・
日
本
画
】

11
月
15
日
（
木
）
〜
18
日
（
日
）

■
応
募
資
格
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）

御
坊
市
及
び
日
高
郡
内
に
住
所

ま
た
は
本
籍
を
置
く
方
、
ま
た

は
勤
務
・
在
学
す
る
方

■
作
品
提
出

・
出
品
手
続
受
付

10
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

・
場
所
　
中
央
公
民
館

■
出
品
料
（
高
校
生
は
不
要
）

１
部
門
に
つ
き
１
人
３
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

℡
２
２
・
０
４
２
４

募
　
　
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

陽
だ
ま
り
サ
ロ
ン

シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ

体
験
入
学
生
募
集

県
立
和
歌
山
産
業
技
術
専
門

学
院
＆
田
辺
産
業
技
術
専
門

学
院

古 山 隆 生 

土地建物調査測量登記 
その他各種許認可書類作成 

土地家屋調査士・行政書士・宅建主任者 

古 山 事 務 所 

〒644-0002　御 坊 市 薗 3 5 0 － 1 5 
御坊市役所前　大浜ビル1Ｆ 
ＴＥＬ  ２ ３ － ０ ８ ０ ２ 
ＦＡＸ  ２ ２ － ０ ３ １ ２ 

皆様の健康生活を応援します!!

本店（東町）0738-22-0028 
国　　道　　店 0738-24-3232 
ロマンシティ店 0738-24-3110

■開催日時（全12回） 

　10月２日～12月18日の毎週火曜日 

　午後７時～９時 

■参加資格 

　30歳未満の方で、市内に居住または市内 

　の事業所に勤務している方 

■場　所 

　勤労青少年ホーム　１階和室 

■講　師 

　三原真理子先生（山野流） 

■募　集 

　先着15名 

※受講料は無料です。 

■申込み・問い合わせ 

　教育委員会生涯学習課 

　℡２３－５５２５ 

平成19年度 後期着付教室 
受講生参加者募集中 

御
坊
市
美
術
展
覧
会
　
作
品
募
集

FAXFAX



家
庭
内
の
い
ざ
こ
ざ
、
相
続
、
登
記

な
ど
日
常
生
活
に
お
け
る
諸
問
題

に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

８
月
17
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

■
相
談
員

・
法
務
局
職
員

・
法
務
省
人
権
擁
護
委
員

姫
浦
美
博
（
楠
井
）

岩
田
和
代
（
藤
井
）

津
本
宗
禎
（
薗
）

田
中
好
美
（
北
塩
屋
）

平
岡
弘
乘
（
富
安
）

天
野
孝
之
（
薗
）

柿
木
幸
美
（
熊
野
）

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※
人
権
相
談
は
、
人
権
擁
護
委
員

の
自
宅
お
よ
び
法
務
局
に
お
い

て
常
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

法
務
局
　
℡
２
２
・
０
３
３
５

御
坊
市
勤
労
者
生
活
資
金
融

資
（
御
坊
市
ラ
イ
フ
ア
ッ
プ

ロ
ー
ン
）
制
度
に
つ
い
て

市
内
に
居
住
す
る
中
小
企
業
勤
労

者
の
経
済
的
な
利
便
を
図
る
た
め
、

生
活
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

■
融
資
限
度
額

●
１
５
０
万
円
以
内

（
常
用
労
働
者
１
名
に
つ
き
）

●
１
０
０
万
円
以
内

（
契
約
社
員
等
１
名
に
つ
き
）

■
融
資
金
利

年

％
（
保
証
料
別
）

■
償
還
期
間

10
年
以
内
（
融
資
の
日
か
ら
起
算
）

■
融
資
金
の
使
途
目
的

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
者
の

病
気
療
養
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
・

教
育
な
ど
の
資
金
。
そ
の
他
生

活
上
、
臨
時
的
に
多
額
の
出
費

を
要
す
る
と
認
め
ら
れ
る
資
金
。

※
対
象
者
の
要
件
な
ど
く
わ
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
市
商
工
振
興
課

℡
２
３
・
５
５
３
１

・
近
畿
労
働
金
庫
御
坊
支
店

℡
２
２
・
０
５
７
９

平成19年８月
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

広
　
　
告

無
料
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す

お
知
ら
せ

総合建設設計施工 

新築・増改築・リフォームのことならおまかせ下さい。 

株式会社 玉 井 組 
代表取締役 三 尾 聖 司 

本社　〒644-0002　御坊市薗42番地ノ１ 
T E L  2 2 - 0 4 7 4㈹　FAX  2 2 - 1 5 4 7 
E-mail：kk-tamai@naxnet.or.jp

TAMAI-GUMI 
CO.,LTD.

ISO 9001 審査登録 

協同 
組合 
営 業 本 部　〒644-0041　日高郡美浜町田井419番地 
　　　　　　　TEL.0738-32-2266  FAX.0738-32-2267 
阪南展示場　〒599-0222　阪南市桑畑559-6桜ヶ丘住宅地内 
　　　　　　　TEL.0724-72-7725  FAX.0724-72-7750

http://www.k-sanchoku.com
0120-58-2267

（営業本部） 

紀州産直住宅 
KISHU HOUSE

新築からリフォームまで 新築からリフォームまで 
あらゆるご相談を 

承ります 

受給者証更新のお知らせ 
―期限が切れていないか確認してください― 

～お盆のし尿収集～ 

● 乳 乳幼児医療費受給者資格証 

● 愛 ひとり親家庭医療費受給資格者証 

● 老 老人医療費受給者証 

● 身 重度心身障害（児）者医療費受給者証 

 

　※受給者証の有効期限は７月３１日です。 

　※お手持ちの受給者証が更新されているか 

　　確認してください。 

　※手続きには、受給者証・健康保険証・印 

　　鑑（認印）が必要です。 

１３日（月）　平常どおり 
１４日（火）　休み 
１５日（水）　休み 
１６日（木）　休み 
１７日（金）　平常どおり 

～止めてください!! 
　斎場へのお供え物の持込み～ 

毎年、お盆になると、斎場に供え物が持ち 

込まれることがあり、処理に困っています。 

斎場は、火葬業務のみを行う場ですので、 

供え物の持込みは絶対に止めてください。 

■問い合わせ 

　健康福祉課　℡２３－５６４５ 

■問い合わせ 

　環境衛生課　℡２３－５５０６ 
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年
金
の
加
入
記
録
の

確
認
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
記
録

に
関
す
る
専
用
電
話
番
号
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

本
人
確
認
の
た
め
、
基
礎
年
金

番
号
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
住
所

な
ど
が
必
要
で
す
。

●
年
金
記
録
専
用
電
話
番
号

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
６
５
７
８
３
０

（
土
・
日
曜
日
を
含
め
24
時
間

受
付
し
て
い
ま
す
）

平
成
17
年
度
に
お
い
て
、
戦
没

者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
支
給
法
（
昭
和
40
年
法
律
第
１

０
０
号
）
が
改
正
さ
れ
、
戦
没
者

等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公

務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

請
求
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
対
象
者
な
ど
く
わ
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

●
請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

■
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

℡
２
３
・
５
６
４
５

●
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地

の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け

ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

●
外
地
の
終
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
や
日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な

ど
の
う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返

還
さ
れ
た
も
の

■
問
い
合
わ
せ

・
大
阪
税
関
監
視
部
取
締
総
括
部
門

大
阪
市
港
区
海
岸
通
２
‐
１
‐
４

℡
０
６
（
６
５
７
６
）
３
１
１
５

受
付
時
間
９
時
〜
17
時

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

・
大
阪
税
関
和
歌
山
税
関
支
署

和
歌
山
市
築
港
６
‐
22
‐
２

（
和
歌
山
港
湾
合
同
庁
舎
内
）

℡
０
７
３
（
４
２
８
）
３
８
８
２

８
月
は

『
電
気
使
用
安
全
月
間
』
で
す

電
気
は
ご
家
庭
や
職
場
で
便
利

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
気
設

備
が
悪
く
な
っ
た
り
取
り
扱
い
を

誤
る
と
、
感
電
や
電
気
火
災
の
原

因
に
な
り
ま
す
。

感
電
や
電
気
火
災
を
な
く
す
よ

う
、
毎
年
８
月
に
経
済
産
業
省
主
唱

の
も
と
に
電
気
使
用
安
全
月
間
運

動
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
あ
な
た
の
お
家
は
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
？
日
頃
か
ら
電
気
安
全
を
心

が
け
ま
し
ょ
う

●
自
家
用
施
設
の
電
気
事
故
は
日

頃
の
チ
ェ
ッ
ク
で
防
ぎ
ま
し
ょ
う

●
自
然
災
害
に
そ
な
え
、
電
気
の

安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う

■
　
関
西
電
気
保
安
協
会

平成19年８月

広報ごぼう
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関西電力 和歌山支店 TEL.073-463-0604 ■受付時間/平日 AM9:00～PM5:00

安全を守り、地域社会に貢献する。それが、私たちの使命です。 
植樹活動 

植樹活動を通じ、地 

域のみなさまと協力 

しながら「みどり」 

を守り育てることの 

大切さを伝えていま 

す。 

こども110番 
地域のこどもの安全 

を守る「きしゅう君 

のいえ」、「きしゅう 

君のくるま」に参加 

しています。 

電気設備の点検 
文化財や一人暮らし 

のお年寄り宅の電気 

設備の点検と改修を 

実施しています。 

請
求
期
限
ま
で
あ
と
８
か
月

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か
？

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す

（財）

金属製資材の 
　　盗難にご注意！ 

　最近、日高管内におい 

て、グレーチング（鋼材 

を格子状に組んだ溝蓋） 

などの金属製資材の盗難 

事件が多発していますの 

でご注意願います。 

　もし、不審者などを発 

見した場合は、最寄りの 

警察署などへ通報してく 

ださい。 

■通報先 

　御坊警察署 

　℡２３－０１１０ 

年
金
相
談 

８
月
16
日
（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

　
市
役
所
３
階
会
議
室 

※
要
相
談
予
約
／
相
談
内
容
を
直 

　
接
田
辺
社
会
保
険
事
務
所
ま
で 

　
℡
０
７
３
９（
２
４
）０
４
３
５ 

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容 

が
電
話
で
確
認
で
き
ま
す 

気
象
情
報
や
行
政
か
ら
の
お
知
ら 

せ
な
ど
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内 

容
が
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
！ 

 

専
用
電
話
番
号 

２
２
・
９
９
９
０ 

ねんきん ねんきん ねんきん 
■社会福祉課 

　地域福祉係 

　℡２３－５５０８ 
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平
成
19
年
10
月
１
日
ス
タ
ー
ト 

緊
急
地
震
速
報
っ
て 

　
　
　
　
知 

っ 

て 

る
!?
 

強
い
揺
れ
が
来
る
直
前
に 

緊
急
地
震
速
報
の
し
く
み 

  

　
突
然
襲
っ
て
く
る
地
震
。
で
も
、
自 

分
の
い
る
場
所
が
大
き
く
揺
れ
始
め
る 

前
に
、
「
も
う
す
ぐ
揺
れ
ま
す
」
と
い 

う
お
知
ら
せ
が
あ
れ
ば
、
事
前
に
身
構 

え
る
こ
と
が
で
き
、
被
害
を
減
ら
す
こ 

と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
気
象
庁
は
、
緊
急
地
震
速
報
の
提
供 

を
10
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
の
強
い
揺 

れ
が
来
る
直
前
に
地
震
の
発
生
を
知
ら 

せ
る
新
し
い
情
報
で
す
。 

   

　
地
震
波
に
は
、
早
く
伝
わ
る
け
れ
ど 

弱
い
揺
れ
の
Ｐ
波
と
そ
れ
よ
り
遅
い
け 

れ
ど
強
い
揺
れ
の
Ｓ
波
が
あ
り
ま
す
。 

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
震
源
の
近
く
で 

は
じ
め
に
来
る
弱
い
揺
れ
を
す
ば
や
く 

キ
ャ
ッ
チ
し
、
強
い
揺
れ
が
来
る
前
に 

知
ら
せ
る
し
く
み
で
す
。 

　
し
か
し
、
内
陸
の
浅
い
地
震
な
ど 

の
震
源
の
近
く
で
は
、
お
知
ら
せ
す 

る
よ
り
先
に
強
い
揺
れ
が
来
て
し
ま 

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

   
　
速
報
は
、
最
大
震
度
５
弱
以
上
の 

揺
れ
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
出
さ
れ 

ま
す
。
情
報
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で 

流
れ
る
ほ
か
、
一
部
の
集
客
施
設
で 

は
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
流
し
注
意
を
呼
び 

か
け
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

   

　
情
報
を
見
聞
き
し
て
か
ら
地
震
の 

強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の
時
間
が
数 

秒
か
ら
数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
そ
の
短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の 

行
動
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
行
動
の
基
本
は
『
周
囲
の
状
況
に 

応
じ
て
　
あ
わ
て
ず
に
　
ま
ず
身
の 

安
全
を
確
保
す
る
！
』
で
す
。 

情
報
の
入
手
方
法
は 

猶
予
時
間
は
数
秒
か
ら
数
十
秒 

●
防
災
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ 

　
市
民
課 

　
生
活
安
全
・
防
災
対
策
室 

　
℡
２
３
・
５
５
０
０ 

緊 急 地 震 速 報 
「 利 用 の 心 得 」 
緊 急 地 震 速 報 
「 利 用 の 心 得 」 

周囲の状況に応じて 

あわてずに 

まず身の安全を確保する！ 

家庭では 

・頭を保護し丈夫な机の下などに 

　隠れる 

・あわてて外へ飛び出さない 

・火を使っている場合はすぐ消そう 

・
・
・
・
・
・
・
・ 

緊急地震速報!!

広報ごぼう
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ごぼう議会だより ごぼう議会だより ごぼう議会だより No.３ No.３ No.３ 議会事務局　℡２３－５５１４ 

■議決結果 

６月定例会が６月１５日から１３日間の会期で開かれました。最終日には、市長提出議案２１件が承認・可 
決されたほか、請願１件が採択されました。また、議員提出議案３件が提出され２件が可決されました。 

１．和歌山地方税回収機構について 
２．（新）自治体財政健全化法案について 
１．教職員の勤務実態調査を、教育３法案で教育はよくなるか 
２．後期高齢者医療制度導入の影響はどうなるか 
３．公民館の民営化と市民文化会館の運営状況 
４.「非核自治体宣言」内容の充実を 
１．市街地の雨水・排水対策について 
２．使用済み核燃料中間貯蔵施設について 
３．商店街問題について 
４．教育問題について 
５．住宅問題について 
１．幼保一元化と民営化について 
２．国保税の負担軽減と住民税負担増の対応について 
３．福祉タクシー券をすべての障害者に復活を 
４．年金問題の対応について 
１．将来を見据えた福祉施策の充実と地デジの対応について 
１．年金記録漏れ問題 

■一般質問 

１．森上忠信 
 

 

２．楠本文郎 
 

 

 

 

３．橋本武人 

 

 

 

４．田端範子 
 

 

５．平井俊哉 

６．村上宗隆 

６月２０日 
 
 

〃 
 
 
 
 
〃 
 
 
 

６月２１日 
 
 
〃 
〃 

第27号議案 
第28号議案 
第29号議案 
第30号議案 

第31号議案 
 

第32号議案 
第33号議案 
第34号議案 
第35号議案 
第36号議案 
第37号議案 
第38号議案 
第39号議案 
第40号議案 
第41号議案 
第42号議案 
第43号議案 
第44号議案 

第45号議案 
 

第46号議案 
第47号議案 
請願第2～3号 
請願第４号 
請願第５号 
議員提出第２号 
議員提出第３号 
議員提出第４号 

御坊市税賦課徴収条例の一部を改正する条例専決処分の承認を求めるの件 
御坊市都市計画税条例等の一部を改正する条例専決処分の承認を求めるの件 
平成18年度御坊市一般会計補正予算（第９号）専決処分の承認を求めるの件 
平成19年度御坊市一般会計補正予算（第１号）専決処分の承認を求めるの件 
平成19年度御坊市同和対策住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）専 
決処分の承認を求めるの件 
平成19年度御坊市老人保健特別会計補正予算（第１号）専決処分の承認を求めるの件 
御坊市長の選挙におけるビラの作成の公費負担に関する条例 
御坊市ひとり親家庭医療費の支給に関する条例 
御坊市議会議員及び御坊市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 
御坊市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
御坊市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 
平成19年度御坊市一般会計補正予算（第２号） 
平成19年度御坊市老人保健特別会計補正予算（第２号） 
平成19年度御坊市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
平成19年度御坊市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
平成19年度御坊市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
平成19年度御坊市水道事業会計補正予算（第１号） 
御坊市特定環境保全公共下水道塩屋浄化センターの建設工事委託に関する基本協定の締結について 
和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合を組織する地方公共団体数の増加及び 
和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規約の変更について 
御坊市公平委員会委員の選任について同意を求めるの件 
人権擁護委員候補者推薦に関し意見を求めるの件 
御坊市に使用済み核燃料中間貯蔵施設を誘致しないことを求める請願書 
医師・看護師不足対策に関して国並びに県に対して意見書提出を求める請願書 
第四紀小竹会の下水整備について 
地方道路の整備の促進と住民の負担軽減を求める意見書 
道路整備の促進と財源確保を求める意見書 
医師・看護師等の増員を求める意見書 

承　　認 
承　　認 
承　　認 
承　　認 

承　　認 
 

承　　認 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
原案可決 
可　　決 

可　　決 
 

同　　意 
異議なし 
継続審査 
採　　択 
不 採 択 
否　　決 
原案可決 
原案可決 

平成１９年６月定例会 

広報ごぼう
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にご協力ください。 献血マスコット 

◎受付時間　午前８時～１０時 
◎内容・費用 
　・基本健診　　　　　　　　　６００円 
　・Ｃ型肝炎ウィルス検査　　　無　　料 
　・胃がん検診　　　　　　　　４００円　 
　・乳がん検診　　　　　　　　５００円 
　・大腸がん検診　　　　　　　１００円 
　・肺がん検診　　　　　　　　無　　料 
　（喀痰検査　　　　　　　　　１００円） 
　※７０歳（Ｓ１２年生）以上の方は無料 
◎対象者 
　４０歳（Ｓ４２年生）以上の市民の方 
　（Ｃ型肝炎ウィルス検査は４０歳の方のみ） 

●具体的にどのように変わるの？ 

健　診　項　目 
身 体 計 測 
理学的検査 
血 圧 測 定 
 
血 液 検 査 
 
検　　　尿 

身長・体重・ＢＭＩ・腹囲 
身体診察 
血圧 
脂質（中性脂肪・HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ・LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ） 
血糖（空腹時血糖又はHｂA1c） 
肝機能（GOT・GPT・γ-GTP） 
尿糖・尿たんぱく 

●なぜ、健診制度が新しくなるの？ 

■医療費の多くを占めているのが生活習慣病 
　国民医療費が毎年約１兆円ずつ増え続けています。 
　医療費の割合を見てみると、心臓病や脳血管疾患な 
　どの循環器疾患や糖尿病とその合併症である腎臓病 
　などの生活習慣病で約４割を占めています。 
■生活習慣病は、メタボリックシンドローム（内臓脂 
　肪症候群）が問題 
　心臓病の発症リスクは、肥満・高血圧・高血糖・高 
　脂血症の危険因子をまったく持たない人に比べ、２ 
　つ持つ人は６倍、 
　４つ持つ人は36 
　倍にもなります。 
　内臓脂肪型肥満 
　に軽度でも危険 
　因子が加わると、 
　急速に動脈硬化が進み、循環器疾患の発症率が高く 
　なります。 

メタボリックシンドロームに着目した健診・保健 

指導に変わります。 
③健診後は生活習慣病発症の危険度に合わせて、改善 

　予防に向けた支援を行います。（特定保健指導） 

①健診の受け方が変わります。 

　○今までの健診 

　　市町村が40歳以上の方を対象に基本健診（市民集 

　　団健診・医療機関健診）を行ってきました。 

　○平成２０年度から 

　　加入している医療保険者（国保・健康保険組合な 

　　ど）が40歳～74歳の方に対して健診を行います。 

　　例えば国保加入者は国保の健診を受けることにな 

　　ります。（特定健診） 

②健診項目が変わります。 

献血 市民集団健診の 
　お　知　ら　せ 

ほけんだより ほけんだより ほけんだより 申込み・問い合わせ　健康福祉課健康増進係　℡２３－５６４５ 

９：30～12：00

13：00～16：00
マツゲン御坊店 

 

８月　３日（金） 

９：30～12：00

13：30～16：00

御坊保健所 

日高振興局 

８月１３日（月） 

９：30～12：00

13：30～16：30

御坊警察署 

国保日高総合病院 

８月１６日（木） 

９：30～12：00

13：00～16：30
ロマンシティ 

８月２２日（水） 

　９月　７日（金） 

１０月１２日（金） 

藤井ふれあいセンター 

市民文化会館 

先着７０名 
申込み受付中！ 

健診制度が新しくなります 平成20年４月から 

６倍 

36倍に 

3～4210

40 

30 

20 

10 

0

（倍） 心
臓
病
発
症
リ
ス
ク 

危険因子 



平成19年８月

広報ごぼう
（17）

ＳＴＥＰ２ 下肢引き上げ 

～筋力トレーニング事業～ 

市内１４サロンで実施しています。 

ごぼうつれもて体操 で健康長寿！ 

「イチ・ニー・サン・シー」「ニー・ 
ニー・サン・シー」･･･のように数 
えると間違いが少ないですよ。 

ちょっとした工夫 

①　４秒で足を持ち上げ（力を入れて） 

　　４秒かけてもとの位置に戻します。 

 
　　１分間に６０テンポのリズムで行 

　　います。 

 

②　①の動作を、右足１０回、左足１０ 

　　回と、繰り返しておこないます。 

御
坊
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策 

実

行

計

画

取

組

状

況 

市
役
所
で
は
、
平
成
17
年
７
月
に
実
行
計 

画
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
取
組 

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
18
年
度
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◎
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
の
削
減
目
標 

　
Ｈ
21
年
度
ま
で
に
基
準
年
度
（
Ｈ
16
年
度
） 

　
の
５
％
削
減 

 

　
※
温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、
大
気
中
に
拡
散
さ
れ 

　
　
た
温
室
効
果
を
も
た
ら
す
気
体
の
こ
と
（
二 

　
　
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
な
ど
） 

 

◎
Ｈ
18
年
度
の
取
組
み
状
況 

　
電
気
・
燃
料
使
用
量
の
削
減
を
中
心
に
取
組 

　
ん
だ
結
果
、
基
準
年
度
よ
り
2.8
％
削
減
と
な 

　
り
ま
し
た
。 

　
排
出
量
の
内
訳
を
み
る
と
、
電
気
使
用
量
が 

　
約
９
割
を
し
め
、
次
い
で
燃
料
使
用
量
と
な 

　
っ
て
い
ま
す
。 

◎
今
後
の
課
題
等 

　
　
市
役
所
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に 

　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
気
候
の
変
動
に 

　
よ
っ
て
も
削
減
率
は
大
き
く
左
右
さ
れ
る 

　
こ
と
も
あ
り
、
３
年
目
か
ら
は
削
減
に
対 

　
す
る
一
層
の
意
識
や
行
動
が
必
要
に
な
っ 

　
て
き
ま
す
。 

　
　
職
員
一
人
ひ
と
り
の
取
組
み
の
徹
底
を 

　
目
指
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
削
減
に
取
組 

　
ん
で
い
き
ま
す
。 

●
「
御
坊
市
役
所
地
球
温
暖
化
対
策
実 

　
行
計
画
書
」
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に 

　
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

■
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
衛
生
課 

　
℡
２
３
・
５
５
０
６ 

項　　目 

 

Ｈ18年度 

比　較 

温室効果ガス 
総 排 出 量 

基準年度 
（Ｈ16年度） 

3,585,113 

3,483,338

 －101,775 
（2.8％減） 

単位：ＣＯ2　換算排出量（㎏） 

温室効果ガス総排出量 

椅子の前側に座り、姿勢を 
良くしてゆっくりと膝を伸 
ばします。床と水平になる 
ように持ち上げます。 

畳の上では 
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　ソラのお父さんは、たっちゃんとい
います。ソラは、たっちゃんの顔をし
りません。たっちゃんもソラの顔をし
りません。ソラは、たっちゃんのこと
をもっとしりたくて小さな旅に出かけ
ます。お話の中に、印南町のかえる橋
が登場する。 

｢たっちゃんしりませんか｣ 
　　　　　　　　　 さかぐち　えみこ 

　ぼくの口からは、いろーんなものが
出てくるんだ。それで、ともだちがわ
らっちゃったり、ないちゃったり･ ･ ･。
ぼくの口って人気者なの？それともき
らわれものなの？自慢の口のことで悩
んじゃってるカバローのお話。 

｢カバローの大きな口｣　　 戸田　和代 

　マンガ喫茶を住処とする若者、衰退
する地方都市、死ぬまではたらかざる
をえない老人、貧しさを受け継ぐ子ど
もたち･ ･ ･明日は我が身のワーキング
プア。社会では「自己責任」や「自立
支援」の大切さが言われているが、労
働や雇用の問題だけでなく、日本とい
う国のあり方、我々一人一人の生き方
の問題である。いまの日本の現状を伝
えるドキュメント。 

おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 おすすめ花まる本 
「ワーキングプア」 
　　　　　　 ワーキングプア取材班編   

　英語Ⅰの点数が２０点足りない。た
だそれだけの理由だった。２週間後の
保護者会までに全てを消し去らなければ。
少年はなぜ自宅に火を放ったのか？す
べての過ちは父親がわが子を「所有物」
だと思ったことにある。支配と服従だ
けの親子関係など長く続くはずがない。
少年の日常生活のどこかに逃げ場が存
在していたら･ ･ ･子どもは決して親の
所有物ではない、そのことに気付くだ
けで避けられる悲劇があるかもしれない。 

「僕はパパを殺すことに決めた」 

　　　　　　　　　　　　 草薙　厚子 
くさなぎ 

と　だ かず  よ 

　カブトやクワガタのことならなんで
も知っているドラゴン先生が、イチ押
しのスゴいサイズやカタチ、色などを
もつ「超ド級」の種類を紹介する。本
当に見てほしいところ、知ってほしい
ことを楽しくわかりやすく説明。 

「ドラゴン先生の超ド級カブト・クワガタ大百科」 

　　　　　　　　　　　　　 岡村　茂 
おかむら しげる 

あつ こ 

　忙しくて、ゆっくり絵本を選べない。
その子の、月齢や興味に応じた絵本は
どんなものがある？など絵本選びに迷
っているときにどうぞ。ロングセラー
から、人気の最新作まで、赤ちゃんか
ら楽しめる絵本２００冊を紹介。赤ち
ゃんの発達に応じた読み聞かせアドバ
イスや絵本専門店情報も充実。 

「赤ちゃんからの絵本ガイド」 
　　　　　　　 さわだ　さちこ　監修　 

図書館だより 
TEL22－0441 
開館９時30分～17時30分 

◎今月の新着図書は、 
１日・12日にならびます。 

８月の休館日 

日 月 火 水 木 金 土 
   １ ２ ３ ４ 
５ ６ ７ ８ ９ 10 11 
12 13 14 15 16 17 18 
19 20 21 22 23 24 25 
26 27 28 29 30 31

毎週日曜　あさ１０時～ 
中央公民館　会議室 
対象は幼児～小学生 

夏休みは日曜日の読み聞かせで 
読書の習慣をつけましょう！！ 

８月５日は「おたのしみ会」 

おはなしの会 

こ ど も 
どくしょスタンプラリー 

―８月30日までー 

開　催　中！！ 

一般書 児童書 

すみ か 
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不燃・大型ごみを出す日 
資源ごみ　　　　　７日（第１火曜） 

小型プラスチックごみ　１４日（第２火曜） 

燃えないごみ　　２１日（第３火曜） 

燃える大型ごみ　２８日（第４火曜） 

不燃ごみは、中身が分かる状態で出してください。 

◎平日　午前８時３０分～午後４時【許可証：当日発行】 

◎休日　８月２６日（日）午前８時３０分～１１時３０分 

　　　　　　　　　　　　【許可証：１週間前から発行】 

　＊町内会などの奉仕作業のごみは、休日開放日を活用く 

　　ださい。無料で持込めます。（事前申請必要） 

御坊広域清掃センター（持込） 

１ 水 

２ 木 

３ 金
 ・献血（P16） ・市民集団健診　名田支所　受付 

   　午前８時～10時 

４ 土 

５ 日 

６ 月
  ・市民集団健診結果説明会　財部会館 

   　受付午後１時30分～３時30分 

７ 火
  ・集団個別子宮がん検診　受付午 

   　後０時15分～　天津産婦人科 

８ 水 

９ 木
  ・４か月児健診・BCG予防接種　市 

   　午後１時～（H19年４月生） 

10 金 

11 土 

12 日 ・普通救命講習会（P10） 

13 月 ・献血（P16） 

14 火 ・日高地方Ｕターンフェア（P５） 

15 水 

16 木 ・献血（P16） 

17 金 

18 土
 ・巨匠　野坂惠子氏を招 

  　いて（P10） 

19 日 

20 月 

21 火
  ・１歳６か月児健診　市　午後 

   　１時～（H18年１月生） 

22 水 ・献血（P16） 

23 木
 ・出前親子教室「ぐるんぱ」 ・10か月児健診　市　午後１時～ 

  　（P10） 　（H18年９・10月生） 

24 金 

25 土 ・御坊市花火大会（P５） 

26 日 ・クリーン大作戦（P５） 

27 月 

28 火
  ・２歳６か月児歯科健診　市　午 

   　後１時～（H17年１・２月生） 

29 水 

30 木 

31 金 

８月くらしの情報カレンダー 

市　・・・市役所５階会議室 

Ｐ～・・・くわしくは該当ページをご覧ください。 

今月の納期限は８月３１日です 
○市県民税（２期） 
○国民健康保険税（３期） 
○介護保険料（８月分） 

く　ら　し　の　相　談 

○心配ごと相談 ℡２２－５４９０ 

　毎週水曜　午前１０時～午後３時 

　福祉センター３階 

○行政相談　℡２３－５５００ 

　８日（水）午前１０時～午後３時 

　福祉センター３階 

　行政相談員 原冨士代 ℡２３－０７８９ 

　行政相談員 岩崎善成 ℡２３－０４０４ 

○年金相談　℡０７３９（２４）０４３５ 

　１６日（木）午前１０時～午後３時 

　市役所３階会議室（要電話予約） 

○人権相談　℡２２－０３３５ 

　１７日（金）午前１０時～午後３時 

　福祉センター３階 

○常駐人権相談　℡２２－０３３５ 

　毎週火曜　午前９時～午後４時 

　和歌山地方法務局御坊支局 

８月 
　５日　玉置　俊明　医師 
１２日　古田　浩樹　医師 
１９日　北出　俊一　医師 
２６日　楠山　洋司　医師 
９月 
　２日　竹内　伸也　医師 
　９日　家永　信彦　医師 
１６日　守田　益士　医師 
１７日　川端　良樹　医師 
２３日　大谷　和正　医師 
２４日　中島　彰一　医師 
３０日　山羽　義貴　医師 

休日急患診療所の当番医 
午前９時～午後４時 
診療／内科・小児科 
TEL ２３－１２８９ 

環
境
衛
生
課
℡
２
３
・
５
５
０
６ 

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

イベント・行事 健　　康 



広
報
ご
ぼ
う 

編
集
・
発
行
／
御
坊
市
企
画
課
秘
書
室
広
報
広
聴
係 

〒
６
４
４
ー
８
６
８
６
　
和
歌
山
県
御
坊
市
薗
３
５
０
　
　
　
　
　TEL
０
７
３
８
ー
２
３
ー
５
５
３
６ 

FAX
０
７
３
８
ー
２
３
ー
５
０
７
７ 

御
坊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
://w
w
w
.c
ity.g
o
b
o
.w
a
ka
ya
m
a
.jp
/

　
　
　
　
　

印
刷
・
有
限
会
社 

隆
文
社
印
刷
所 

※
「
広
報
ご
ぼ
う
」
は
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
。 

ひとの動き　総人口：26,551（－９）男：12,724（－４）　女：13,827（－５）　世帯数：10,226（－４） 
※平成19年６月末現在（　）内は前月比 
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「
小
竹
八
幡
神
社
」 

　
紀
州
鉄
道
の
西
御
坊
駅
か
ら
南
に
向
か
う
と
、
樹 

木
が
鬱
蒼
と
茂
る
「
小
竹
八
幡
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。 

　
江
戸
時
代
の
は
じ
め
ま
で
は
市
立
体
育
館
付
近
に 

あ
り
、
今
で
も
「
元
宮
」
と
呼
ば
れ
地
元
の
有
志
が 

大
切
に
守
っ
て
い
ま
す
。 

　
羽
柴
秀
吉
の
紀
州
攻
め
ま
で
は
大
規
模
な
神
社
で
、 

一
の
鳥
居
が
北
塩
屋
付
近
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
日 

本
書
紀
に
記
さ
れ
た
神
功
皇
后
の
小
竹
宮
跡
と
す
る 

伝
承
が
あ
り
ま
す
。 

う
っ
そ
う 

　
８
月
は
、
花
火
の
シ
ー
ズ

ン
で
す
。
こ
の
地
方
で
も
美

浜
町
か
ら
始
ま
り
、
日
高
川

町
、
そ
し
て
最
後
の
土
曜
日

（
８
月
25
日
）
に
は
、
本
市

で
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。 

　
夜
空
を
綺
麗
な
花
火
で
飾

る
た
め
に
は
、
資
金
集
め
か

ら
、
各
種
申
請
や
届
出
、
協

議
、
打
上
げ
現
場
の
整
備
な

ど
い
ろ
ん
な
裏
方
の
作
業
が

必
要
で
す
。 

　
花
火
に
限
ら
ず
ど
ん
な
も

の
に
も
表
と
裏
、
光
と
影
が

あ
っ
て
私
た
ち
は
表
や
光
の

当
た
る
面
し
か
見
な
い
こ
と

が
多
い
も
の
で
す
。
裏
や
影

と
聞
く
と
、
何
か
暗
く
地
味

な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
大
事
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
い
と

思
い
ま
す
。 

　
私
事
で
す
が
、
小
学
生
の

頃
に
あ
っ
た
テ
ス
ト
で
、
全

問
正
解
な
の
に
答
案
用
紙
に

は
50
点
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。 

　
先
生
に
抗
議
す
る
と
「
最

初
に
裏
に
も
問
題
が
あ
る
の

で
と
注
意
し
ま
し
た
が
」
と

言
わ
れ
、
恥
ず
か
し
い
思
い

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
裏
も
大
切
に
！ 

私
の
ひ
と
り
ご
と 

市立体育館入口南側にある 
　　小竹宮（元宮）と折口信夫の小竹祝の歌碑 

はふり 

じ
ん
ぐ
う 

小竹八幡神社小竹八幡神社 小竹八幡神社 
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